
reversi仕様解説



この資料の目的

・Simulaterの使い方がわかる

・自分専用のAIをトレーニングできる



Simulatorの解説

reversiライブラリの機能の一つにSimulatorというものがあります。
サンプルがあるので以下のファイルを実行します。

・04_reversi_simulator.ipynb

このサンプルでは、同じフォルダ階層にある設定ファイル
「simulator_setting.json」に記載している設定に応じて処理を実行しています。



simulator_setting.jsonの解説

GitHub上に各項目の意味について説明されています。

リンクはこちら

https://github.com/y-tetsu/reversi#AI%E5%90%8C%E5%A3%AB%E3%81%AE%E5%AF%BE%E6%88%A6%E3%82%92%E3%82%B7%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%99%E3%82%8B


get_resultメソッドの解説

Simulatorでは、get_resultメソッドを設定することで試合の結果を受け取れます。
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